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６年生第２セッション

言葉が大事！
所要時間
45分

目的
1． 上手な自己主張をするためには、３つの柱（「言葉」「声」「体」）に注意することが必要であることを理解させる。

2． 上手な自己主張の「言葉」(①自分の主張の結論を言う、②結論の理由を言う、③相手にも意見を聞く」)を理解させる。

3． 上手な自己主張の「言葉」を練習させる。
準備するもの

□フラッシュカード(「ピア･サポート」「仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合う」｢周りの人を大切にする｣「自分を大切にする」「言葉」「声」「体」「私はおにごっこがいいと思う」「そういう楽しい遊びは他にもあった方がいいと思うから」「どうかな？」)
□ポスター「6年生ピアの目標」（第1セッションで使用したもの）
□模造紙①「今日のテーマ・目標・学習の流れ」
□模造紙②「言葉3つのステップ」
□提示用プリント①～④（第1セッションで使用したもの）

□モデル提示用台本

□モデル提示用映像、機材一式（プロジェクター、スクリーンなど）
□プリントＡ「何て言おうかな？」
□お助けカード
□第2回確認プリント（第2回ふり返り用紙と両面印刷：児童数）
□第2回ふり返り用紙（第2回確認プリントと両面印刷：児童数）　

般化維持プログラム

□ポスター「上手な自己主張の言葉3つのステップ」
□チャレンジ・プリント1，2，3（児童数）

□6年生ぴあぴあ新聞第2号（児童数）

児童の持ち物

□ピア・サポート・ファイル　　　　　　　　　
□筆記用具
□第1セッションのプリントＡ「主張の仕方の4パターン」
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	活動項目

(所要時間／累積時間:分)
	活動内容
	児童の反応
	◇補助者の行動●準備物

	1．復習と導入(5分)

	言葉と目標の復習(2/2)

1回目の復習(3/5)
	1．ピア・サポートの意味は？

・今日は「ピア・サポート」の2回目の授業です。最初に｢ピア･サポート｣の意味を確認します。

· 「ピア・サポート」とはどんな意味でしたか？

· 「仲間や友だち同士が、おたがいに助け合い、支えあうこと」でしたね。
2．支え合い助け合う関係をつくるために大切な2つのポイントは？

· 次は、大切な2つのポイントの確認です。助け合い支え合うよい人間関係をつくるための大切なポイントが2つありました。この2つのポイントとは何と何でしたか？

· 「周りの人を大切にする」こと、「自分を大切にする」ことでした。

・この2つのことは、お互いに助け合い、支えあう人間関係を作るためにどちらも同じくらい重要です。

3．6年生の授業の目標は？

· では、6年生のピア・サポートの目標は何でしたか？

· ポスターをみなさんで読んでみましょう。

→(音読させる)「上手な自己主張をしよう！」

· 「上手な」というのは、どんな意味でしたか？

· そうです。「責任」と「思いやり」のある、という意味でした。
4．1回目の授業の復習

· では、前回の授業の復習をしましょう。

· 前の授業では、自己主張には4つのパターンがあること学習しました。4つのパターンには、何がありましたか？

· そうでしたね。攻撃パターンの「ライオン」と、遠まわしな攻撃パターンの「キツネ」、受け身パターンの「ヤギ」、上手な自己主張パターン「フクロウ」、という4つでした。
・では、みなさんは、この4つのパターンの中で、どれを目指せばよいでしょうか？
· そうです。上手な自己主張パターンのフクロウです。
· みなさんの前の授業の感想では、フクロウになりたいけれど、それはなかなか難しいのではないか？、という人が何人かいました。

· でも、そんなことはありません。フクロウのような自己主張をするためには、いくつかのポイントがあります。そのポイントを使えば、誰でもフクロウに近づくことができます。
· というわけで、今日から、フクロウのような上手な自己主張について、具体的に学習しましょう。


	｢仲間友だち同士がお互いに支え合い、助け合う｣

「周りの人を大切にする」｢自分を大切にする｣

「上手な自己主張をしよう！」

「責任と思いやり」

「攻撃パターン」「遠回しな攻撃パターン」「受け身パターン」「上手な自己主張パターン」
「フクロウ！」


	●(あらかじめ掲示)フラッシュカード「ピア･サポート」「仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合うこと」
◇フラッシュカードの提示

●フラッシュカード「周りの人を大切にする」「自分を大切にする」

◇フラッシュカードの提示

●（あらかじめ掲示）ポスター「上手な自己主張をしよう！」

●（あらかじめ掲示）提示用プリント①～④

	2．今日のテーマ・目標・学習の流れの説明(1分)

	説明(1/6)
	1．今日のテーマと目標の説明
· では、今日のテーマと目標を発表します。
テーマ：「言葉が大事」

目標：上手な自己主張の言葉を知ろう！
2．今日の学習の流れの説明
・今日の授業の流れを説明します。

・①「復習」が終わりました。今は、②「今日の学習の説明」をしているところです。

・これから、③活動「何て言おうかな？」ということで、上手な自己主張のときに重要な「言葉」を学習します。
・最後に④「確認」をして、⑤「ふり返り用紙」に感想を書いて終わりです。


	
	●（あらかじめ黒板外に掲示）模造紙①「今日のテーマ・目標・流れ」

	3. 活動「何て言おうかな？」(31分)

	上手な自己主張の3つの柱（2/8）

モデル提示（2/10）

全体シェアリング（2/12）

上手な自己主張の3つのステップ

（3/15）

全体練習(7/22)

言葉を考える(5/27)
2人組練習(5/32)
活動のまとめと全体シェアリング

(5/37)
	1.上手な自己主張をするための3本柱
・まず、上手な自己主張をするためには、大きく分けて3つの柱があることをお話します。前の授業で使った「プリントA」を出しましょう。
· プリントの表の、左端の欄を見ましょう①②③と番号がふってあります。その①②③が上手な自己主張の3つの柱に当たります。順番に書いていきましょう。
· 1つ目の柱は「言葉」です。言葉というのはせりふそのもののことですね。どんなことを言えば、上手な自己主張になるのでしょうか。言葉はとても大切です。

· 2つ目の柱は「声」です。これは、声の大きさや強弱、速さなどのことです。今回は声の大きさと速さに絞って学習をします。
· 3つ目の柱は「体」です。これは、言葉を言うときの動作や、身振り、姿勢、表情などのことです。

· 相手に伝わる印象や内容は、この3つの柱の使い方によって大きく違ってきます。
· 今日はこのうちの1つ目の柱、「言葉」について学習します。
2.上手な自己主張の言葉は何？
· この前見た映像には、4人のクラスのレク係が出てきました。そして、ドッジボールがよいか、おにごっこがよいか、話し合いをしていましたね。これから、この前の映像の、フクロウパターンの人だけをもう一度見ます(または「私がフクロウパターンの人の言葉だけをゆっくり言います」)。

· みなさんは、その人がどんな「言葉」つまり、セリフを言っているか、注意して聞きます。見終わったら、なんと言っていたか質問します。よく聞いて、覚えるようにしましょう。
· それでは映像を見ましょう。

→モデル提示用映像を提示する。児童が映像を見やすいように席を移動させるなど配慮する。
· （映像が終わったら）では、今の人は、どんな言葉を言っていたでしょうか？

→児童に発表させる。
· みなさん、よく聞いていました。今、ここにあるように画面の中の人は「ぼくはおにごっこがいいと思う。（この前のドッチボールは楽しかったけど）そういう楽しい遊びは他にもあった方がいいと思うから。どうかな？」と言っていました。
· 実はこの言葉の中に、今日学習してもらう上手な自己主張の言葉の3つのステップがあります。整理してみましょう。
＊模造紙②は以下の□部分をあらかじめマスクカード（色のついた紙などで隠しておく）をつけておく。
＊フラッシュカードの形にしてもよい。
言葉の3つのステップ
１．自分の主張の結論を言う
２．結論の理由を言う
３．相手にも意見を聞く
・ステップ1は自分の主張の結論を言うです。
・結論って何だかわかりますか？

・（★重要ヶ所）そうですね。結論というのは、自分が本当に考えていること、したいこと、何としても相手に伝えたいこと、などのことです。
・映像の人の結論は何でしたか？

· はい。「おにごっこがいい」ですね。
・こんなふうに、上手な自己主張では「結論」を、最初にはっきり言います。

・次のステップ2は結論の理由を言うです。

· ここでは、ステップ1で話した結論について、「どうしてそうなのか」理由を説明します。

· 理由をきちんと説明すれば、周りの人が自分の主張を理解し、受け入れやすくなります。

· 映像では、どんな理由を言っていましたか？

· はい。「そういう楽しい遊びは他にもあった方がいいと思うから」でしたね。この理由があるから、ドッジボールがよいと考えているわけです。

· 私たちがよくやってしまうのは、結論を言わずに、この理由ばかりを「だって何々で、これこれが、それでああなったから･･･○×△＊■･･･」と、続けて、まるで言い訳や説明ばかりになってしまう話し方です。これでは本当は何を主張したいかが、相手に伝わりません。まず結論をはっきり言ってから、理由を言う、この順番が大切です。

・そして最後のステップ3は相手にも意見を聞くです。

· 映像では、最後になんと言って、みんなに意見を聞いていましたか？

· そう。この「どうかな？」です。

· 上手な自己主張をするためには、自分の言いたいことだけを言って終わりにしてしまうのではなく、相手にも話をさせるチャンスを与えるようにします。

· 自己主張するときは、最後に「あなたはどう思う？」とか、「どうかな？」などと、「？マーク」を付け加えるとよいです。

3．言葉を考える練習をする（課題1：全体練習）
· では、これから、今、説明した3つのステップを使って、自己主張の練習をしましょう。
· プリントを1枚配ります。プリントA（おもて）「何て言おうかな？」です。
· このプリントを使って、練習を2回します。始めはみんなで考えます。まず、表に名前を書きましょう。次に、「１．場面の説明」と、「２．セリフを考えよう」、のところを、黙って読んでいましょう。
· （プリント配付後）では、私が1と2を読みます。

→プリントを読み上げる。

· みなさんは、今学習した言葉の3つのステップを使って自己主張します。まずステップ1には、どんな結論のせりふを言えばいいでしょうか？（以下、ステップ2,3も同様に）

→それぞれのステップごとに数名を指名してせりふを発表させる。
＊児童が主張の結論と理由が混ざって、順序が逆になってしまうことがある。例えば「～から、○○したいな」というときがある。しかし今日は、3つのステップの学習であることを伝え、順番通りに練習をさせる。
· よくできました。
4．言葉を考える練習をする（課題2：個別練習）
· では、2問目に進みます。プリントを裏返しましょう。今度は、それぞれで考えてもらいます。それから、隣の人と2人組になって実際に自己主張し合ってみることにします。（2人組は事前に決定し、児童にも伝えておく。）
· では、「問題」と「場面」を読みます。

→プリントを読み上げる。

· わかりましたか？では、先ほどみんなで考えたように、言葉の3つのステップを使って、書き入れてみましょう。

· （児童の様子を見て）そろそろ時間です。では、これからみなさんがどんなことをするか、私たちが見本を見せながら説明します。よく聞きましょう。
→以下、実際に指導者と補助者で見本を見せながら説明していく。

1． まず、隣の人と向き合って対面して座ります。

2． そして、じゃんけんをします。勝った人が先に自己主張します。負けた人は、相手の自己主張をよく聞きます。

→どちらかが自己主張して見せる。

3． 主張が終わったら、自己主張をした人が、自分のプリントを相手に渡します。

4． 相手のプリントを受け取ったら、下にある、チェック欄の上手にできたところに○をつけてあげます。

→用紙を渡してもらい、チェックする。
5． チェックが終わったら、相手にプリントを返します。そうしたら、今度は役割を交代して、今、聞いていた方が自己主張をします。

→終わったらプリントを返す。

· することは分かりましたか？

· 1つ注意することがあります。今日は、言葉を考える練習なので、主張する人の方が緊張するかもしれませんが、その言葉をきちんとチェックするためには、聞く人がきちんと聞いていなくてはなりません。言い終わってから、「あれ？何て言ったっけ？」とプリントを見て、チェックするのではなく、ちゃんと耳で聞いて、相手が言葉の3つのステップを使っているかどうか、確かめます。1回でわからなければ、「もう1回言って」と、お願いをして、もう一度聞かせてもらいましょう。主張をする方もゆっくり言うように気をつけます。いいですか。
· では、始めましょう。

· （児童の様子を見て）はい、これで活動は終わりです。前を向きましょう。
· では、2人組で練習をした感想を聞いてみます。

→以下のような点で全体シェアリングをするとよい

＊言葉の3つのステップに○がもらえた人？

＊それぞれのステップでは、どんなことを言いましたか？

＊3つの中で一番難しかったのは、どこでしたか？

· 普段、あまり意識したことがないと思いますが、今日のような言葉で伝えることができると、自分の言いたいことをはっきり言うことができるし、相手にとってもわかりやすくなります。

· ただし、言い方には気をつけなくてはなりません。どんなによい言葉を使っていても、その言い方、つまり「声」や「体」の使い方次第では、相手に与える印象は全く変わってきます。というわけで、次の授業では、この「声」や「体」の使い方について、学習します。


	前時のプリントＡ用意
どんなことを言っていたか、せりふを発表する
知っていることを発言する｢言いたいこと｣
｢おにごっこがいい｣
「そういう楽しい遊びは他にもあった方がいいと思うから」
「どうかな？」
発表する
プリント記入

練習する

挙手をする

意見・感想を発表する


	●フラッシュカード「言葉」

◇フラッシュカード提示

●フラッシュカード｢声｣

◇フラッシュカード提示

●フラッシュカード「体」

◇フラッシュカード提示

●モデル提示用映像、機材

◇映像提示

●フラッシュカード「ぼくはおにごっこがいいと思う」「そういう楽しい遊びは他にもあった方がいいと思うから」「どうかな？」
◇児童の発言に合わせてフラッシュカード提示

●模造紙②「言葉の3つのステップ」

◇模造紙②提示

◇ステップ1のマスクカードをはがす

◇ステップ2のマスクカードをはがす

◇ステップ3のマスクカードをはがす

●プリントA

◇プリントAの配付

◇板書
●お助けカード
◇活動の補助
◇モデル提示

◇活動の補助



	4．確認(3分)

	確認(3/40)

	· それでは今日、学習したことの確認をします。「第2回確認プリント」を配ります。配られたら名前を書きましょう。

· 名前が書けたら、空いているところにどんな言葉が入るか、考えて待っていましょう。

→（少し時間をおいてから）空欄にキーワード「言葉」「結論」「理由」「聞く」を確認。

	プリント記入
	●第2回確認プリント
◇第2回確認プリント配付

	5.ふり返り用紙の記入(5分)

	ふり返り用紙の記入と回収、次回の予告(5/45)
	· 最後に、ふり返り用紙を書きます。プリントを裏返して、今日の授業で、感じたことを書きましょう。

・次回は、　月　日です。先ほども言ったように、上手な自己主張の2つ目と3つ目の柱、「声」と「体」について学習します。


	ふり返り用紙記入、提出
	●第2回ふり返り用紙 
◇第2回ふり返り用紙回収
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板書計画(案)




　







課題1の


セリフを板書














私はおにごっこがいいと思う
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模造紙②


上手な自己主張
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模造紙①


目標


テーマ


学習の流れ





※黒板外に掲示





そういう楽しい遊びは


他にもあった方がいいと思うから

















上手な自己主張ができるようになろう


※黒板外にあらかじめ掲示
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